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はじめに、 

 「’１３ 水中ロボ ｉｎ ＪＡＭＳＴＥＣ」に参加するに当たり、現在、中学校や高等学校で利用されて

いる教材を「『水中ロボット』に応用できないか」と取り組んできました。 

①制御系をどうするか（機種・プログラム方式等） 

②防水対策（低融合金による制御系保管ＢＯＸ時の投入形状可変錘等） 

③中学校等での「ものづくり親子教室」に展開できるかの課題に取り組んできました。 

構想 

①制御対象を Arduino 、マインドストームＮＴＸ、ビュートミニＡＲＭに絞り込みをした 

②制御系保護にアクリル板（１０ｍｍ）を発注 

③浮力対策に低融合金（ビューターメタル）を加工して用いた 

④推進力として汎用性を考え、タミヤ水中モーターを利用し、２ｃｈ以上で制御可能 

⑤外装を塩ビのパイプを利用 

 

 

 

 

 

 


